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音色  
◆声や楽器，またはそれらの組み合わせ
◆身の回りの音　など

リズム  
◆拍や拍子の違い
◆曲を特徴付けているリズム　など

速度  
◆緩急の変化や対比　など

旋律  
◆音のつながり方やフレーズ
◆旋律を生み出す基となる音階　など

テクスチュア  
◆ハーモニー
◆音や旋律の重なり方の違い　など

強弱  
◆強弱の変化や対比　など

構成  
◆反復，変化，対照
◆主題の扱い方　など

形式  
◆ソナタ形式やロンド形式といった楽曲形式
◆形式にとらわれないスタイル　など

その他の要素  
◆作曲者の意図や表現の様式
◆地域や民族，時代による違い
◆演奏者による解釈の違い
◆他の芸術との関わり　など

上の絵画は，フランスの画家クロード・モネ（1840～1926）が描いた『ルーアン大聖堂』の「朝」と「日暮れ」である。
同じ風景だが，彩色の違いによって受ける印象はそれぞれ異なる。これを音楽に置き換えると，同じメロディーでも，
演奏する楽器の音色やハーモニーの違いなどによって感じ取る印象が変わるといえる。下に示した音楽を形づくって
いる要素について，◆のような点に着目すると，その特徴や効果を感じ取ることができる。

音楽は，このように多くの要素が複雑に融合してで
きている。また，鑑賞する私たちの側にも次のような
さまざまな条件が加わり，感じ方に違いが生まれる。
● 今までの音楽体験や各自の美意識
●鑑賞時の心身の状態
●鑑賞時の環境　など

「朝」 「日暮れ」

音楽を鑑賞する際に

音楽を鑑賞する際には，まず曲への興味をもってみよう。そして，楽曲の背景や音楽を形づくっている要素につい
て知り，理解を深めて音楽を楽しもう。
教科書には，日本の伝統音楽，世界の諸民族の音楽，西洋音楽，ポピュラー音楽などが取り上げられている。それ
らへの理解を深めて音楽を楽しみ，気付いたことや感動したことなどを文章にまとめたり発表したりしよう。
また，演奏や創作をする際にも，同様に取り組んでみよう。
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◉  3管編成の配置例

木管楽器

金管楽器

弦楽器

打楽器

　オーケストラとは，弦楽器，管楽器，打楽器から構成され
る器楽の合奏形態である。この形態がヨーロッパで発生した
17世紀頃，楽器の編成は特に決まっておらず，宮廷のサロ
ンや貴族の邸宅が主な演奏の場であったことから，規模も小
さかった。やがて庶民も音楽を楽しむ時代になり，大きなホ
ールに演奏の場が移ると，楽器編成の規模は拡大していった。
　オーケストラの編成は，木管楽器（同属楽器を含む）の本数

によって「２管編成」（→P.128）「３管編成」と呼び分けられる。
音色の多様さや音量の豊かさを重視するロマン派以降の音楽
では，３管編成が主流となった。その他に，マーラーは交響
曲で４管編成を基本とし，ストラヴィンスキーは《春の祭典》
で５管編成を用いている。楽器の配置は，指揮者の考えや曲
目，ホールの構造や音響の特性などによって工夫されるため
さまざまである。
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◉オーケストラ・スコアを見てみよう（ブリテン作曲《青少年のための管弦楽入門》から）

● 「スコア（総譜）」とは，合奏，合唱，重奏，重唱などの各パ
ートが一目で分かるようにまとめて書かれた楽譜である。
●  オーケストラ・スコアは上の譜例のように同属楽器ごとに
まとめられ，音域の高いものから順に並べられている。た
だしホルンは例外である。
●  ヴィオラのパートは「アルト譜表」で書かれる。この他に，
チェロやファゴット，トロンボーンなどのパートは「テノ

ール譜表」で書かれることがある。
●  管楽器の中には，楽譜に書かれた音と実際に出る音の高さ
が異なるものがある。これを「移調楽器」と呼び，上の譜例
ではクラリネットとホルンが相当する。楽器名の「in B b」 
「in F」「in C」は使用する管を示している。
●  ※印の段には，オーケストラの標準的な編成に含まれない
楽器（ピアノなど）や，協奏曲の独奏楽器などが入る。
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　一つ一つの音の切り方やつなぎ方のことを「アーティキュレーション」と呼ぶ。これは旋律に
さまざまな表情を付けるための大切な方法である。リコーダーでは，タンギングを工夫するこ
とによって，アーティキュレーションを生かした表現豊かな演奏をすることができる。

● アーティキュレーション

モリス・ラヴェル 作曲

ボレロ

…開ける　　 …閉じる　　 …サミング(少し開ける)　　Ｂ…バロック(イギリス)式の運指　　Ｇ…ジャーマン(ドイツ)式の運指
楽器の特性によって運指が異なる場合もあるが，ここでは標準的なものを示している。
この教科書では，ソプラノ・リコーダーをSR，アルト･リコーダーをAR，テノール･リコーダーをTR，バス・リコーダーをBRと表記している。

※3：アルトの場合。運指に加えて足部管の先端を腿
もも
で閉

じる（主に座って演奏するときに用いられる方法）。

●楽譜に記されているスタッカートやテヌート，スラーなどの
アーティキュレーションは一例である。

M
モデラート
oderato：中ぐらいの速さで

リコーダーで
名曲に挑戦！

バレエ音楽《ボレロ》 132ページ

フルート  ➡ クラリネット  ➡ バスーン（ファゴット） ➡ 小クラリネット  

オーボエ・ダモーレ  ➡ フルート／トランペット  ➡ テナー・サクソフォーン  ➡ ソプラノ・サクソフォーン＊  

ピッコロ／ホルン／チェレスタ  ➡ オーボエ／オーボエ・ダモーレ／コール・アングレ（イングリッシュ・ホルン）／クラリネット  

 ➡ トロンボーン  ➡ ピッコロ／フルート／オーボエ／コール・アングレ／クラリネット／テナー・サクソフォーン 　

ピッコロ／フルート／オーボエ／クラリネット／ヴァイオリン  

 ➡ ピッコロ／フルート／オーボエ／コール・アングレ／クラリネット／テナー・サクソフォーン／ヴァイオリン

 ➡ ピッコロ／フルート／オーボエ／コール・アングレ／トランペット／ヴァイオリン  

 ➡ ピッコロ／フルート／オーボエ／コール・アングレ／クラリネット／ソプラノ・サクソフォーン／トロンボーン／ヴァイオリン／ヴィオラ／チェロ

ピッコロ／フルート／ソプラノ・サクソフォーン／テナー・サクソフォーン／ピッコロ・トランペット／トランペット／ヴァイオリン  

 ➡ ピッコロ／フルート／ソプラノ・サクソフォーン／テナー・サクソフォーン／ピッコロ・トランペット／トランペット／トロンボーン／ヴァイオリン  

　　　　　　　 総奏(トゥッティtutti)

132 133

　この作品は，ロシアの前衛舞踊家イダ・ルビンシテインの依頼に応じて作曲されたバ
レエ音楽で，スペインの民族舞踊である「ボレロ」のリズムを素材としている。フランス
の作曲家であるラヴェル（1875～1937）は，自身の作品だけでなく他の作曲家の作品
においてもオーケストラ編曲に優れた才能をみせ，「オーケストラの魔術師」と呼ばれた。
この作品でもその妙技が存分に発揮されている。

《ボレロ》初演時の衣装を着けた
ルビンシテイン

旋律A

旋律B

＊  元の楽譜は高音域をソプラ
ニーノ･サクソフォーンで
演奏するように書き分けら
れているが，現在ではソプ
ラノ･サクソフォーンだけ
で演奏するのが通例である。

旋律の特徴と曲の変化を聴き取ろう

!

!

"

5

4

この曲がどのように組み立て
られているのか聴き取ろう。

◉2小節のリズム・パターンが，小太鼓を中心にさまざまな楽器によって
全曲を通して演奏される。

◉2種類の旋律が，楽器の編成を変えながら何度も繰り返される。

◉ピアニッシモで始まり，しだいに音量を増しながらクライマックスへと向かっていく。

◉旋律 はハ長調の音階の音（ピアノの白鍵部分の音）で作
られているが，旋律 にはハ長調の音階に含まれない音が
多く用いられている。

◉旋律 は1オクターヴ程度の音域に限られているが，旋律
は広い音域にわたっている。

旋律Aの構成音 旋律Bの構成音

◉2種類の旋律が組み合わされ，リズムや音の動きが変化する。

◉調性がいったん変化し，再びハ長調に戻る。
◉演奏される打楽器の種類が増える。

旋律が複数の異なる調で同時に演奏され，独特の響きが生み出される

小クラリネット：ここではE b管を指し，クラリネット（B b管）よりも高い音域を受け持つ。
オーボエ・ダモーレ：オーボエの同属楽器で，より低い音域を受け持つ。
チェレスタ：金属の音板をハンマーでたたいて高い音域の音を鳴らす，共鳴箱付きの鍵盤楽器。

旋律がハーモニーを伴って動く

リズムを刻む小太鼓が2つに増える

伴奏にティンパニが加わり，重厚感が増す

旋律が
繰り返される
順序

S T E P 1 作品全体の構成を聴き取ろう

S T E P 2 2 種類の旋律を聴き比べて印象の違いを話し合おう

S T E P 3 ラヴェルのオーケストレーションの妙技を味わおう

S T E P 4 総奏によるクライマックスでの変化を聴き取ろう

2種類の旋律の構成音に着目し，
それぞれの旋律がどのように性格
付けられているのか考え，印象の
違いを話し合おう。

各楽器の音色や組み合わせの変化によって生まれる響きの違いを味わおう。

クライマックスでのさまざまな変化が，どのような効果をもたらしているのか聴き取ろう。

バレエ音楽《ボレロ》　モリス・ラヴェル 作曲

クライマックス

リコーダーで名曲に挑戦！《ボレロ》35ページ 音楽を鑑賞する際に130ページ 楽器名の略表記 147ページオーケストラを知ろう 142ページ

! ! "

（後半部分を変化させている）4 5 クライマックス

2 3

　私たちの生活と音楽の関わり方が時代とともに変化していく中で，MOUSAもそれ

に適合するよう改訂を重ねてきました。平成29年度から使用されるMOUSA１では，

教材，表記，参考図版，レイアウトなど，全ての内容を徹底的に見直しています。言

語活動を促す際には，活発な意見交換が行われるように，提示する箇所や内容が適切

かつ具体的であるかなどにも配慮しました。また，「アクティブ・ラーニング（主体的な

学び）」の重要性が問われる今日，音楽科でどのように取り入れれば生徒たちがその本

質に触れることができるかを考えながら，紙面へと反映させていきました。

　このように時代の変化に伴いMOUSAは進化し続けておりますが，コンセプトは一

貫しています。それは，生徒たちが卒業後も手元に残しておきたいと思える教科書に

するということです。このコンセプトの下，教材一つを見直す際にも，単に定めた学

習内容のためだけに教材を選ぶのではなく，その教材が「生徒の心を動かす音楽」であ

るかどうかを第一に考え，より深みのある教科書へと生まれ変わりました。

MOUSA１では，「具体的にどのような活動をして，何を学ぶのか」を紙面ごとに明確に示しました。
また，生徒が主体的に楽しく学ぶことができるように，各紙面にさまざまな工夫を凝らしています。
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鑑賞曲の旋律をリコーダーで演奏
オーケストラの編成や楽器を確認

について

教科書紙面の一例

学習活動をサポートする資料や，表現と鑑賞を深めるための教材
などへ適宜リンクを張っています。また，教材によっては歌唱，
器楽，創作，鑑賞のそれぞれを関連付け，音楽の能力が確実に
定着するようになっています。

（P.35）

（P.130）

（P.132・133）

（P.142・143）

紙 面 構 成


